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研究成果の概要（和文）：　本研究「ロシア文化学の構築―国際共同研究に基づく創出的アプローチ」は、ソ連
崩壊後、ロシア研究で重要な役割を果たすようになった文化学（文化研究）について、その最新の動向・成果を
サーベイするとともに、自らもそうした観点からの研究を行うことを目的とする。文学、芸術、思想、宗教文化
を主な研究分野にして、ロシア文化の特徴を明らかにすることに努めた。
　研究を進めるに当たっては、海外の研究者・拠点との連携強化を重視した。ロシアの中心都市は勿論、シベリ
ア、旧ソ連諸国（ウクライナ、アルメニア、カザフスタン）、東アジア（韓国、台湾）とのネットワークを形成
した。その成果は国際セミナーと二冊の国際論集に結実した。

研究成果の概要（英文）：　The research project "Structuring Russian Culturology: An Approach on the 
International Research Cooperation" is focused on Russian culturology or cultural studies, which 
plays an important role in Russian Studies especially after the collapse of Soviet Union. Focusing 
on literature, arts, philosophy and religion, we did a research in characteristic of Russian 
culture. 
  Pursuing the project, we made a point of developing and diversifying the research relationship 
with internatinal researchers and institutions. We succeeded in making a network with researchers 
and institutions not only of Moscow and Petersburg, but also of Siberia and Far East Russia, Former 
Sovies countries (Ukraine, Armenia, Kazakhstan), East Europe (Serbia), East Asia (South Korea, 
Taiwan). This network has made it possible for us to publish two international books on Russian 
culture, the results of many international seminars we organized in the course of the project. 

研究分野： ロシア文学、ロシア文化、文学理論
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１．研究開始当初の背景 
   
ソ連崩壊 20 年を経て、ロシア文化とその研
究（文化研究、文化学）のあり方がますます
大きな変化を遂げつつあった。マルクス主義
や東西対決の図式が崩れたことは当然のこ
ととして、以前は確固たる意味を持っていた
「境界／越境」や「体制／反体制」「ロシア
文化／外国文化」「保守／革新」等の区分も
その意味をまったく変えるに至った。そのよ
うな状況・問題意識を踏まえて、研究代表
者・分担者は論集『ロシア文化の方舟』（2011）、
『いま、ソ連文学を読み直すとは』（2012）
を発表してきたが、さらに研究を発展させ、
とくに国際的な研究ネットワークを作り、研
究の質・量・範囲を広げることが期待されて
いた。 
ロシア本国でも、欧米でも、ロシア社会の

変貌に応じた「新しいロシア文化学」の構築
がそれぞれに進められている。そしてまた、
日本のロシア研究も独自の「新しいロシア文
化学」の構築に取り組み始めている。いわば、
「ロシア文化」を主題にして、かつてなく大
規模な学術的対話が世界で進められている
のである。 
 
２．研究の目的 
 
 前項の背景を踏まえ、研究代表者・分担者
が注目したのは「文化学」という枠組である。
従来の文学研究、芸術研究、思想研究の枠を
越え、学際的なアプローチによって、従来の
研究成果を生かしつつ、ロシア文化について
より総合的な知見をもたらすべく、20 世紀末
からロシア、欧米で積極的に用いられるよう
になった研究方法である。 
 我々はこの研究方法を用いると同時に、こ
の研究方法そのものの思想的・学問的前提の
再検討が必要であると考えた。というのも、
とくにロシアの文化学の発展には国家イデ
オロギーの影響が認められ、西欧のロシア文
化研究とは方向性の違いが指摘されている
からである。その一方で、ロシア革命以前の
知的伝統の復活、ソ連時代に「異論派」的な
位置にあった記号論（ユーリー・ロトマン等）
の正統化、1990 年代以降の西欧の思想・研究
の流入など、きわめて複雑な様相を呈してお
り、重要な研究対象となっている。 
 このようにして、本研究プロジェクトの研
究目的をあらためて定式化すると、「ソ連崩
壊後、ロシア・欧米などで役割を増している
文化学（文化研究）について、その最新の成
果をサーベイしつつ、その方法論と知的背景
について検討を行うこと、また自らも、この
方法論を用いてロシア文化研究を行うこと」
となる。 
   
３．研究の方法 
  本研究では、ロシア文学、芸術、思想、宗
教文化について研究している研究者の領域

横断的な研究チームによって行った。また、
国際的な研究ネットワークの構築を目的の
一つとしており、モスクワ、ペテルブルグ、
シベリア、ウクライナ、アルメニア、カザフ
スタン、セルビア、韓国、台湾等のロシア文
化研究者・拠点との研究協力を推進し、各国
のロシア文化学の比較・対照・対話を行った。 
 
４．研究成果 
以上の研究目的と方法に基づき、以下のよ

うな研究成果を挙げた： 
（1）1990 年代以降のロシアにおける「ロシ
ア文化学」について、その前提となっている
思想・制度面の特徴を一定程度明らかにした。
とくにその二面性（国家と社会）の背反と相
関の重要性と諸相を明らかにした。 
（2）今日のロシア文化像にますます大きな
影響を及ぼしていると思われるロシア革命
以前の知的伝統（宗教哲学、象徴派文学など）
の諸相を明らかにした。とくに、ソ連時代は
（公式的には）圧殺されていた宗教的伝統、
あるいは 19 世紀末から急速に発展していた
大衆メディア、そしてロシア革命後、1930 年
代まで生き延びていたモダニズム的・アヴァ
ンギャルド的潮流などの諸要素について研
究を進めた。 
（3）現代ロシアの生活文化・イデオロギー
には、ソ連時代のそれがいまだに色濃く残っ
ている。こうした要素について研究を行った。
とくに、映像文化（映画）、大衆文化、スポ
ーツ文化、言語文化などについて、ソ連時代
の生活と現代ロシアのそれとの連続関係を
明らかにした。 
（4）以上の研究を進めるに当たって、国際
的な研究ネットワークを活用し、複数回の国
際研究セミナー、二冊の国際論集の出版を行
った。こうした国際的催しでは、我が国の若
手研究者を積極的に登用した。その点でも、
次世代につながる重要な研究成果であると
思われる。 
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